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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
辰
年
は
、

努
力
し
て
き
た
こ
と
が
実
を
結
ん
で
成
就
す
る
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
本
年
が
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
、

三
年
余
り
に
渡
り
日
常
生
活
や
社
会
経
済
活
動
が
制
限
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
五
月
八
日
に
感
染
症
分
類
が
二

類
か
ら
五
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
有
事
か
ら
平
時
へ
の
対

応
と
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

各
地
域
自
治
組
織
の
活
動
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は

事
業
の
自
粛
、
変
更
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
令
和
五
年
度
か
ら
は
よ
う
や
く
通
常
通
り
の
活

動
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
各
地
域
の
現

状
は
、人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、核
家
族
化
が
進
み
、

高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
自
治
組
織
の
活
動
に
お
い
て
は
、
防
災
、
地
域

福
祉
の
向
上
、
地
域
行
事
の
充
実
な
ど
住
民
同
士
や
地
域

間
で
の
助
け
合
い
、
支
え
あ
い
、
つ
な
が
り
が
益
々
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

月
舘
地
域
自
治
組
織
連
絡
協
議
会
で
は
、
ゴ
ミ
出
し
、

お
使
い
な
ど
「
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
」
を
お
手
伝
い

す
る
地
域
支
え
合
い
活
動
「
お
た
が
い
さ
ま
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
十
月
に
は
、
伊
達
市
の
ご
尽
力
に
よ
り
旧
小
手
小

学
校
を
活
用
し
た
簡
易
宿
泊
所
「
お
て
の
里
き
て
み
〜

な
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
新
た
な
視
点
で
の
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
親
睦
を
深
め
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り

に
は
、
各
地
域
自
治
組
織
の
果
た
す
役
割
が
益
々
大
き
く

な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
自
治
組
織
活
動
に
対
し

ま
し
て
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
各
地
域
の
活
動
内
容
を
掲
載
し
た
「
自
治
連

協
だ
よ
り
第
九
号
」
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
一

読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

自治連協だより
伊達市月舘町 第 ９ 号
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自
治
連
協
だ
よ
り

　
　
　
発
行
に
寄
せ
て

会
長
　
齋

藤

昭

二

10月24日に開催された「元気が～い！？月舘」、こども園の園児からメッセージメダルが贈られました。

伊 達 市 月 舘 町令和６年１月19日 ⑷

　コロナ禍でめっきり外出の機会が減ってしまった昨今、75歳以上の一人暮らし、二人暮らし
の方を対象にした、交流の場「元気が～い！？月舘」が月舘保健福祉センター・やまゆりで開催
されました。
　月舘認定こども園年長児によるリズムの発表と湯浅寿夫さんによる昭和歌謡のサックス演奏を
鑑賞、福島県エアロビック連盟によるスローエアロビックを体験し、最後には、ＪＡゆりの会の
皆さんによる手作り弁当が配布されました。
　「ひさしぶりだったねぇ」「げんきだったかい？」と、元気な声が聞けた楽しい交流会になり
ました。
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10月24日、「元気が～い!?月舘」が
開催されました。

湯浅寿夫様によるサックス演奏

手作り弁当を調理いただいたJAゆりの会の皆さん

こども園年長児によるリズムの発表

スローエアロビックの体験



伊 達 市 月 舘 町 令和６年１月19日⑶

　９月24日　視察研修で会津ころり三観音参りを実施
しました。日本遺産・会津三十三観音にも数えられる
「中田・立木・鳥追」の三観音を参拝し、パワーを
チャージしてきました。

　12月17日　「きてみ～な」で防災研修を実施しまし
た。避難所運営のスキルを学ぶとともに、避難所で起
こる様々な出来事にどう対応するか参加者で話し合い
ました。

　11月22日　下手渡地区交流館で出前講座を開催しま
した。当日は、社会福祉協議会と消費生活センター職
員による寸劇を楽しみ、悪質サギの被害に遇わないた
めの知恵を学びました。

布川

糠田

下手渡

　10月28日、「おての里 きてみ～な
れました。テープカットには小手小学
わった施設の新たな門出を祝いました
　イベントでは、月舘学園吹奏楽部の
紅白餅が来場者に振る舞われました。
出店したマルシェがイベントを盛り上

伊 達 市 月 舘 町令和６年１月19日 ⑵

　７月19日　元気づくり体験出前講座を実施しまし
た。伊達市健幸都市づくり課の元気づくりコーディ
ネーターの指導で、健康保持のための運動を体験しま
した。

　９月27日　宮城県東松島市を視察してきました。東
日本大震災による津波被害の甚大さを改めて知るとと
もに、震災からの復興に奮闘している市民の姿に接し
てきました。

　12月17日　「仲間づくり事業」を開催しました。当
日は、美味しい弁当を食べながら、現在の困りごとや
今後の地域づくりなど、様々なことを話し合いま
した。

月舘

御代田

上手渡

な」のオープニングイベントが開催さ
学校閉校時の児童も参加し、生まれ変
た。
の演奏や糠田地域振興会の皆様による
また、多くの飲食店やクラフト店が

上げました。


